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行 政 報 告

平成２３年第３回壱岐市議会定例会

はじめに

本日ここに、平成２３年第３回市議会定例会を招集いたしました

ところ、議員皆様には、ご健勝にてご出席を賜り厚く御礼申し上げ

ます。

８月３０日、野田佳彦新首相が誕生し、本日、新しい内閣が発足

する予定となっております。東日本大震災、東京電力福島第一原子

力発電所の対応をはじめ、厳しい経済情勢も相まって、非常に厳し

い政権運営が予想されます。私は、この未曾有の危機を乗り越える

ために、九州から日本の元気を発信していかなければならない、そ

の一翼を壱岐市も担うという強い思いであります。政府におかれて

は、この国難を一丸となって乗り越えていただくことを願うもので

あります。

さて、今夏は、台風の接近もなく、連日猛暑日が続き、少雨傾向

にありましたが、お盆を過ぎると天気がくずれ、８月２２日から

２３日にかけて２６５㎜の豪雨が発生し、８月２０日の降り始めか

ら２６日までの総雨量は、４０４㎜を観測しましたが、幸いにも、

雨量の割には、被害は少ない状況でありました。しかし、全国では、

７月下旬に、新潟・福島両県において、また、８月２６日から２７

日にかけ、東京を中心とした首都圏で、記録的な豪雨が発生し、道
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路の冠水等大きな被害が発生するなど、近年は、突発的、局地的な

豪雨災害が発生する傾向にあります。市としては、今後もこうした

災害対策について、万全を期してまいりますので、市民皆様におか

れましては、引き続き、大雨、台風情報等気象情報には十分気をつ

けていただき、自らの災害対策等を切にお願いするものであります。

次に、各スポーツ競技において、子どもたちの活躍が光りました。

まず、勝本少年野球クラブですが、職員の事務の懈怠
け た い

により、長崎

県スポーツ少年団軟式野球交流大会兼全国スポーツ少年団軟式野球

交流大会への出場が出来なくなり、多大なご迷惑をおかけいたしま

したが、７月３０日から８月１日にかけ、福岡県嘉
か

麻
ま

市で開催され

た「第６回嘉
か

麻
ま

の里杯争奪九州選抜少年野球大会」において、九州

各県選抜６４チームの強豪が集う中、見事優勝の栄誉に輝かれまし

た。この快挙の報に接し、あらためて子どもたちの頑張りと関係者

皆様のご尽力に、深く頭の下がる思いをいたしますとともに、心か

らお喜びを申し上げ、今後、益々のご活躍をお祈りするものであり

ます。

また、８月１８日から２１日にかけて、愛媛県上島
かみじま

町で開催され

た第４回全国離島交流中学生野球大会では、全国の離島から参加し

た１９チームが熱戦を展開し、本市選抜チームは、第３位に入る成

績を収めました。その活躍について、心から健闘を称えるものであ

ります。

次に、東日本大震災の影響で発表が延期されていた平成２３年春

の叙勲について、永年、消防防災に貢献された元郷ノ浦町消防団副
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団長 横山
よこやま

雅
まさ

剛
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様が瑞
ずい

宝
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たんこう

章
しょう

を受章され、また、危険業務従事者

叙勲の防衛功労として永年、海上自衛官として地域防衛に貢献され

た 中田
な か た

安穂
や す ほ

様が瑞
ずい

宝
ほう

双光
そうこう

章
しょう

を受章されました。

さらに、高齢者叙勲として元勝本町の代表監査委員を務められま

した辻本
つじもと

正光
まさみつ

様が旭日
きょくじつ

単光
たんこう

章
しょう

を受章されました。

今日まで築かれたご功績等に対し、深甚なる敬意を表しますとと

もに、この度の栄誉を心からお喜び申し上げます。

それでは前定例会以降、今日までの市政の重要事項につきまして

ご報告申し上げ、議員皆様のご理解とご協力を賜りたいと存じます。

（１）離島振興法の延長、改正に向けた取り組みについて

８月１９日「新たな離島振興法の制定実現を求める長崎県総決起

大会」が五島市で開催されました。

これは、漁港整備や道路整備などの基盤整備をはじめ、離島振興

に大きな役割を果たしてきた離島振興法が平成２５年３月に期限切

れとなるため、その延長と離島航路の運賃低廉化やガソリン・重油・

軽油・プロパンガスの本土との価格差解消などを国策として取り組

みを求めるため、長崎県と長崎県離島振興協議会が主催となり開催

されたものです。

県内離島市町関係者約３４０人が一堂に会した中、私は長崎県離

島振興協議会長としての挨拶の中で、特に離島航路運賃の低廉化、

ＪＲ並運賃の実現を強く訴えてまいりました。
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壱岐・博多間の航路運賃の例でいえば、ＪＲ並運賃が実現した場

合、フェリー２等運賃は、現在の運賃の約半額程度になります。

この実現が、交流人口の拡大や産業経済の振興をはじめ、離島振

興・活性化の一番の根幹をなすものであり、離島が元気になる最も

基本的なことであると確信しております。このことを含め、離島振

興法の延長、改正に、今後とも、強い決意を持って取り組んでまい

りますので、議員各位、市民皆様のご理解、ご協力をお願い申し上

げます。

（２）市と県の執務室共同化について

市と県が同じ庁舎内で業務を遂行し、地域の課題に一体となって

取り組む体制を構築するため、長崎県壱岐振興局と本市との執務室

共同化についての協議を行ってまいりました。

今回、市民サービスの向上と効率的な行政運営遂行のため、壱岐

振興局農林整備課と水産課を、平成２３年度中に、本市農林水産部

が入る石田庁舎に配置しようとの案で調整いたしております。

五島市、新上五島町においては、平成２１年６月から執務室の共

同化が実施されておりますが、効率的な業務遂行、住民サービスの

観点から効果があがっていると伺っております。

このことについて、今後、県とも十分協議を重ね、より良い方向

性を見いだしてまいります。
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○交流人口・定住人口の拡大

（１）観光振興について

本市における観光客数を推計する上で、最も参考となる九州郵船

とオリエンタルエアブリッジの本年４月から７月までの乗降客数累

計は、２４２，７０１人（対前年９７．７％）で、依然として厳し

い状況にあります。この要因の一つとして、東日本大震災や原発事

故への不安、観光の自粛ムードが広がり、全国的な「出控え」の影

響があったと考えております。

このような中、一支国博物館の入館者数については、年間目標入

館者数１００，０００人に対し、４月から５月までの入館者数が、

１６，８８８人と厳しいスタートとなりましたが、震災の影響も落

ち着き始めた６月から７月にかけて、広島県のテレビ番組とタイア

ップした大型企画ツアーや、長崎、福岡、関西、中部、関東地域か

らのツアー客が回復し、６月から７月の入館者数は、２３，０２０

人と上昇傾向に転じ、さらに８月の入館者数は、１５，８０１人を

数えました。４月から８月までの入館者数の累計は、５５，７０９

人となり、順調に推移しております。

今後も、あらゆる機会を利用し、一支国博物館を核とした、壱岐

のＰＲを積極的に行ってまいります。

また、「海とみどり、歴史を活かす癒しのしま、壱岐」の将来像の

実現に向け、「自ら関わり、共に創る自然の島づくり」を基本理念と

した「壱岐市総合計画」の観光分野の個別計画として、本年度、壱

岐市観光振興計画を策定することとしております。本計画策定にあ
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たっては、島外の学識経験者や島内の観光関係団体・事業者及び市

民団体等からなる策定委員会を立ち上げ、観光振興の方向性や課題

等を検証し、壱岐市の将来を見据えた壱岐市観光の指針となる計画

を策定することとしております。今回、所要の予算を計上しており

ますので、ご審議賜りますようお願い申し上げます。

また、国民宿舎壱岐島荘改修工事については、７月２３日をもっ

て宿泊業務を、同７月末をもってその他の業務を一時休業し、現在、

リニューアル後の開館に備え、諸業務等を「サンドーム壱岐」内に

事務室を移動し取り扱っております。同時に、改修工事発注に向け

ての工事設計等を進めていましたが、６月に開催された建物の補強

設計診断に係る長崎県建築士事務所協会耐震判定委員会において、

耐震及び補強設計について、個別指導を受けた結果、当初想定して

いたスケジュールに遅れを生じておりますが、現在、早期着工に向

け、準備を進めており、今会期中に具体的日程をご報告できる見込

みであります。

（２）孫文・梅屋庄吉と長崎プロジェクトについて

この度、辛亥革命１００周年を記念して、中華人民共和国（以下

中国）から長崎県へ孫文と梅屋庄吉・トク夫妻の全身像の寄贈にあ

わせて、梅屋トクの生誕の地である本市には、トクの胸像が贈られ

ることになりました。これは、孫文の功績を未来へ形で残すため、

梅屋庄吉が中国へ送った４体の孫文像の返礼、そして孫文と梅屋庄

吉の友情を顕彰し、中日友好と発展を願って贈られるものです。ま
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た、本年は、中国上海市と長崎県が友好交流関係を樹立して１５周

年に当たり、これを記念し、長崎県日中親善協議会では、梅屋庄吉

の銅像を制作し、上海市へ寄贈されることとなりました。本市も、

協議会の会員として、本事業に係る負担金として、今回、所要の予

算を計上しておりますので、ご審議賜りますようお願い申し上げま

す。 

○市民・福祉

（１）壱岐市特別養護老人ホーム建設計画の見直しについて

壱岐市特別養護老人ホームの建設については、本年度内に「壱岐

市高齢者福祉計画・第５期介護保険事業計画」を策定することとし

ていますが、各福祉施設及び医師会等との協議を踏まえ「壱岐市高

齢者福祉計画及び介護保険事業計画作成委員会」でさらに協議を行

い、高齢者の福祉、介護サービス事業などの総合的な基本計画を策

定し、その中で十分検討、協議を行ってまいります。

こうしたことから、施設の規模などについて県の参酌基準の撤廃

等を考慮し、見直しをする必要があり、本年度当初予算に計上した

設計監理委託料、工事費、備品費など所要の予算については、今回、

減額補正を行っております。また、平成２４年４月の消防法に適用

するため、パッケージ型自動消火設備工事費を今回、計上しており

ますので、ご審議賜りますようお願い申し上げます。
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（２）敬老行事について

郷ノ浦町内の敬老行事については、これまで町内各６地区で開催

されていましたが、郷ノ浦町内各地区自治公民館長・婦人会長・老

人会長と協議を重ね、他地区との均衡を考慮し、本年度から郷ノ浦

町の敬老会についても、壱岐文化ホール１ヶ所で開催することとな

りました。

これまで同様、関係団体等のご協力をいただき、楽しんでいただ

ける敬老行事に努めてまいりますので、ご理解いただきますようお

願い申し上げます。

○産業の振興

（１）農業振興について

今年は、平年より１０日ほど早く梅雨明けとなりましたが、本年

産の葉たばこについては、４月の低温や立枯病の影響を受け、１０

アール当たり２０５ｋｇの収量見込みとなっています。なお、１０

月３日から７日にかけて熊本県合志
こ う し

市で開設されます葉たばこ収納

の成績に期待をしております。

水稲につきましては、台風６号の影響による籾すれに伴い、早期

水稲の３％の減収見込みとなっております。

畜産につきましては、子牛価格が下降気味で心配されるところで

すが、８月市では前回市より２％下回り、平均価格４１万２千円の

成績でした。また、高齢化・後継者不足等により、繁殖牛の飼養頭
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数が６，５６９頭に減少しております。畜産は、市内農業生産額の

６４％を超える重要な作目であり、繁殖基盤の強化による経営安定

を図る必要があることから、優良系統への増頭を行うため、今回、

所要の予算を計上しておりますので、ご審議賜りますようお願い申

し上げます。

また、本年度より本格実施となりました、農業者戸別所得補償制

度については、交付対象が水田活用で２，０４５件、畑作で８８件

となっております。

また、６月１０日から６月１２日の梅雨前線豪雨は、最大時間雨

量が３２㎜という雨に見舞われ、農地１５件、農業用施設１２件、

林地６件の災害が発生しております。

現在、災害の復旧に向けた諸準備を進めているところですが、当

面、必要とする測量設計費・工事費等について、今回、所要の予算

を計上しておりますのでご審議賜りますようお願い申し上げます。

農地・水環境保全向上対策については、本年度、事業の拡充によ

り、農業用施設の長寿命化のために新設された、向上活動支援交付

金の申請状況については、採択申請が３２地区、７０７ｈａとなっ

ております。

また、本年度で最終年度を迎える農地・水共同活動支援交付金の

取り組みについては、８６地区、１，２５６ｈａとなっております。

この制度の継続に向けた次期対策について、現在、国において検討

が重ねられております。

中山間地域等直接支払制度につきましても、本年度より事業の拡
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充により、離島平場が交付対象となり、新規採択申請が２７地区、

変更申請が２６地区となり全体で１３９地区、１，３４４ｈａ（６

９１ｈａ増）となっております。

両制度について、今回、所要の予算を計上しておりますのでご審

議賜りますようお願い申し上げます。

（２）水産業振興について

壱岐市の基幹産業である水産業は、全国的な水産資源の減少、魚

価の低迷、燃油の高騰、さらには漁業従事者の減少、高齢化等によ

り極めて厳しい状況にあります。

平成２２年度の壱岐市全体の水産業の状況は、１１月・１２月に

天候不良による出漁困難が発生しましたが、漁獲量が７，９２２ト

ンで対前年度１０４％、漁獲高が４７億８千２百万円と対前年度

９９％で、ほぼ横ばいで推移しております。

本市としては、さらなる水産業振興を図るため、本市水産業及び漁

村の活力ある持続を計画的に図るため、「認定漁業者制度」を創設

し、９月より申請受付を開始しました。

また、壱岐市管内漁協において、漁協正組合員が、平成２３年３

月末現在で約１，２００人、うち６０歳以上が５８６人で全体の

４９％を占めており、後継者不足に伴う漁業従事者の高齢化が進行

し深刻な状況となっています。このため、後継者として特に期待が

持てる漁家の子弟を中心に後継者の確保育成を図るための制度「漁

業後継者対策制度」についても、９月より申請受付を開始しました。
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今後も、こうした新たな制度や取り組みにより、水産業の振興発

展に努めてまいります。

○教育

（１）壱岐市中学校規模適正化〔統廃合〕後の学校教育活動につい

て

壱岐市中学校規模適正化〔統廃合〕後における教育活動について

は、順調に経過しております。生徒間同士がすぐになじみ、学習活

動や部活動において、これまで以上に活発化し、すべての教育活動

の活性化につながっているものと認識しております。

今後も、新中学校の基礎づくりと定着に努めるとともに、生徒が

意欲や希望をもち安心して通学できる学校づくりに、さらに取り組

んでまいります。

また、先般、小学校児童の水難事故が発生しましたが、学校の管

理下だけでなく、学校外においても、家庭や地域との連携を図りな

がら、安全教育の一層の充実を図ってまいります。

（２）第６９回国民体育大会について

平成２６年開催の第６９回国民体育大会について、７月１３日開

催された(財)日本体育協会理事会において、長崎国体が正式に決定

いたしました。

このことを受け、長崎県においては、７月２５日に開催された、
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第６９回国民体育大会長崎県準備委員会総会の中で「長崎県国体準

備委員会」から「長崎県国体実行委員会」へと組織変更がなされま

した。

本市においても、８月１日付で「壱岐市国体準備委員会」から「壱

岐市国体実行委員会」へ移行しました。

また、ソフトボール競技会場である大谷公園ソフトボール専用球

場及び壱岐市ふれあい広場多目的グランドについては、平成２５年

に、リハーサル大会を開催することから、平成２４年度に専用球場

の一部改修を予定していましたが、両施設とも開設後１５年以上が

経過し、また、使用競技団体等からの要望もあり、防球ネットの設

置、芝生の張替え、表土の入れ替え等を追加して施工することとい

たしました。今回、所要の予算を計上しておりますので、ご審議賜

りますようお願い申し上げます。

今後は、実行委員会内部に設置した専門委員会の中で、競技や宿

泊、運輸等それぞれの詳細な計画を詰め、壱岐会場での開催に備え

ます。

○医療

（１）壱岐市民病院について

壱岐市民病院の本年度４月から７月までの診療実績については、

一般病床の１日平均入院患者数が前年度同月比較で８.０人減の

８９.６人、精神病床の１日平均入院患者数が前年度同月比較１５.
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１人減の２３.１人、１日平均外来患者数が前年度同月比較で８.５

人減の３６８.０人となっております。

この要因としては、内科常勤医師１名、外科常勤医師１名の減員

と、精神科病床休床による影響があります。医師確保については、

７月４日から山口大学第２外科による隔週応援を開始していただく

とともに、９月１２日から内科常勤医師１名を採用予定としており

ます。

精神科外来については、九州大学の精神科医局から全面的な応援

をいただき、本年１２月までは診療日が確定していますので、混乱

を生じないよう、患者さんへの周知を図ってまいります。

次に、平成２２年度の壱岐市民病院事業会計決算については、収

益的収入が２３億２,４５１万円、収益的支出が２５億２,４４１万

円であり、当年度純損失が１億９,９９０万円となっております。

（２）かたばる病院について

かたばる病院の本年度４月から７月までの診療実績については、

１日平均入院患者数が前年度同月比較０．１人増の４７．５人でほ

ぼ満床状態であり、１日平均外来患者数が前年度同月比較１．３人

増の３９．８人となっております。

次に、平成２２年度のかたばる病院事業会計決算については、収

益的収入が４億３３２万７,２３２円、収益的支出が３億６,８２５

万５,２８９円であり、当年度純利益が３,５０７万１,９４３円とな

っております。
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この中には、一般会計の負担金１億８４７万円が含まれておりま

す。

（３）市立病院改革について

病院改革の一環として、かたばる病院を市民病院へ機能統合し、

市民病院を一部門化することにより、医師の確保・経営の効率化・

急性期から慢性期医療の一貫した医療提供体制等の問題の改善が図

られると考えております。現在、機能統合案として、休床中である

南側５０床部分を療養病床に改修し、かたばる病院の療養病床を移

転する方向で県と協議していきたいと考えております。市民病院内

の先生方には８月１日の医局会の折に、この機能統合案を説明し、

ご理解をいただいております。

市民病院精神科病床を療養病床に改修するため、今回、所要の予

算を計上しておりますのでご審議賜りますようお願い申し上げます。

今後のスケジュールについては、市民病院精神科病棟の変更許可

についての協議、かたばる病院の跡地利用等について、国との協議

後、具体化できるものと考えております。

休床中である市民病院精神科病床については、壱岐保健所、県の

指導を受けながら、壱岐医療圏として適切な病床数を確保し、精神

科病棟が再開できるよう、引き続き医師確保に向けて努力してまい

ります。
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○防災、消防・救急

（１）原子力・防災対策について

東日本大震災に伴う東京電力福島第一原子力発電所の事故につい

ては、依然、厳しい状況が続き、現在もその終息に向けて懸命な対

応がとられています。

しかし、依然として計画的避難区域措置をはじめ、農産物等にお

ける出荷制限等その地域にとっては、極めて深刻な事態となってい

ます。これまで、申し上げてまいりましたが、本市は、九州電力玄

海原子力発電所から海を隔てて約２５㎞の位置にあり、万一、異常

事態等発生した場合、放射性物質の多量の到達が懸念され、身体は

もちろん本市の基幹産業である農漁業への影響など、壊滅的な被害

の恐れがあります。このため、九州電力、国、県に対し安全性の確

保、情報の公開、住民説明会の実施、さらに内閣府原子力安全委員

会が定めた防災指針に基づく「防災対策を重点的に充実すべき地域

の範囲」ＥＰＺの見直し等の要望を強く行ってまいりました。

こうした中、長崎県においては、８月に開催された長崎県地域防

災計画を見直す検討委員会の会合で、原子力災害を想定した避難計

画を策定する範囲について、現行の半径１０㎞から３０㎞に拡大す

る方針が示されるなど、独自の対策を講じる動きもあります。

しかし、被災地の現状を見ると、やはり、ＥＰＺの見直しの必要

性を改めて痛感しているところであり、早期見直しに向けて、今後

とも、長崎県、関係市町とも十分連携を図り、協議、要望を重ねて

まいります。
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本市における被災地への支援について、まず、義援金については、

３月１４日から各庁舎、事務所そして社会福祉協議会の１６箇所に

募金箱の設置を行っておりますが、８月３１日現在、２，４４９万

３，７４１円の募金をいただき、日本赤十字社長崎県支部を通じ、

その都度、送金を行っております。これまでの本市からの義援金の

合計は、壱岐市として１００万円と長崎県市長会を通した分５９万

５，１９０円も含め、２，６０８万８，９３１円となり、市民皆様

をはじめ関係皆様に衷心より感謝申し上げます。また、人的支援と

して、本市職員の派遣とともに、６月２８日から７月４日まで、「長

崎壱岐活き応援隊」として、官民協働のボランティアバスを運行し、

被災された皆様への早期の生活再建支援とともに、心のふれあいな

ど非常に大きな成果をあげていただきました。こうしたことから、

今後さらに第２陣、第３陣のボランティアバスの運行を計画してお

り、今回、所要の予算を計上しておりますので、ご審議賜りますよ

うお願い申し上げます。

現在、本市防災計画の見直しについては、鋭意、準備を進めてお

りますが、見直しにあたっては、言うまでもなく、原子力防災対策

にも十分配慮し、かつ市民皆様のご意見をお聞きしながら進めてま

いります。

また、１１月１３日には、芦辺港新横浜岸壁一帯におきまして、

平成２３年度壱岐市防災訓練を開催することとしております。災害

時における初動体制の確立、関係機関との連携等、それぞれの災害

に対応した訓練を行ってまいりますので、市民皆様のご協力をお願
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いいたします。

（２）消防・救急について

平成２３年８月末日現在の災害発生状況は、火災３６件、救急

１，０３６件、救助１９件で昨年同期と比較し、火災は１８件の増

と倍増し、救急及び救助はほぼ同数となっています。火災が１８件

増となった要因としては、山林火災及びその他の火災の増加による

ものですが、その出火原因が、不審火によるものも数件あり、危惧

しているところであります。また、熱中症搬送が１１件発生してい

ます。

火災予防の推進には、自主防災組織の育成は欠かすことが出来ず、

昨年に引き続き自治総合センターから湯岳婦人防火クラブ、山崎婦

人防火クラブ及び山崎少年消防クラブにそれぞれ１００万円、那賀

幼稚園幼年消防クラブに４０万円の助成金交付の決定を受け、それ

ぞれ機材等の購入を行うため、今回、所要の予算を計上しておりま

すので、ご審議賜りますようお願い申し上げます。

今後とも、壱岐市の「安全・安心まちづくり」実現のため、あら

ゆる機会を捉え自主防災組織の育成、強化に努めてまいります。

次に、議案関係についてご説明いたします。

（１）補正予算について

本議会に提出しております補正予算の概要といたしましては、

一般会計補正総額 ５億２，７３８万６千円
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各特別会計の補正総額 △１０億９，１１８万６千円

となり、本定例会に提出いたしました一般会計、各特別会計の補正

額の合計は、 △５億６，３８０万円

となります。尚、現計予算と合算した本年度の一般会計予算は

２３５億６，８４２万８千円

で、特別会計につきましては ９９億５，０９５万１千円

となります。

また、あわせて、病院事業会計についても、所要の補正予算を提案

しております。

（２）その他の議案について

本日提出いたしました案件の概要は、報告２件、条例の改正に係

る案件２件、予算案件８件、認定１２件、その他２件でございます。

案件の詳細につきましては、担当部長、課長等から説明をさせて

いただきますが、何卒十分なご審議をいただき、適正なるご判断を

賜りますようお願い申し上げます。

おわりに

以上をもちまして、前定例会以降の市政の重要事項につきまして

申し述べましたが、今後も、様々な行政課題や緊急に対応しなけれ

ばならない問題等に対し誠心誠意、全力で取り組んでまいる所存で

あります。
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議員各位並びに市民皆様のご理解とご支援を賜りますようお願い

申し上げます。

平成２３年９月２日

壱岐市長 白 川 博 一


